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端午の節句（こどもの日）は奈良時代

から続く行事で、鯉のぼりなどを飾り男

の子の健やかな成長と立身出世を祝う

日とされています。

当施設でも、一定期間中受付横に立派

な五月人形の兜を飾り、皆様に季節の

移ろいを感じて頂きました。

皆さんいかがお過ごしでしょうか。緊急事態宣言

に伴い、ご家族様にはご不便 ご心配お掛けしてい

ますことお詫び申しげます。今後とも引き続きご

協力の程、宜しくお願い致します。

さて、今回４月中に予定しておりました外出レク

リエーション（お花見）の代わりに、職員間で話

し合った結果 施設の中で「屋内お花見」を実施す

ることになりました！

おやつの時間になり、入所者様を順番に１階フロ

アへご案内するとそこには…辺り一面 桜が満開！

実はこの桜、入所者様がこの日のためにコツコツ

と日々のレクリエーションで作ってくださったお

手製の桜で、それを惜しげもなく天井や壁、机の

上に飾らして頂きました。そしてその桜を眺めつ

つ、おやつには春らしく桜饅頭と煎茶をご用意し、

お花見気分を味わってもらいました。

屋内ではありますが皆さんと協力して作ったこの

桜並木は見応え抜群で、大変好評でした。

引き続き少しでも皆さんが楽しんでもらえるよう

職員一同、模索しながらレクリエーションを考え

ていきたいと思っております。


